
市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

目
標

1,000 団
体

1,200 団
体

実
績

1,316 団
体

1,382
団
体

達
成
率

131.6 ％ 115.2 ％

目
標

70,000 人 80,000 人

実
績

88,072 人 91,400 人

達
成
率

125.8 ％ 114.3 ％

目
標

22,000 人 22,000 人
課
長

0.50 人

実
績

23,436 人 24,743 人
係
長

0.50 人

達
成
率

106.5 ％ 112.5 ％
職
員

0.25 人

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.80 人

順調

【評価理由】
　朝食を食べている児童生徒
の割合が、増加しているた
め、「順調」と判断。

【課題】
　家庭教育の重要性を啓発す
る家庭教育学級を効率よく実
施するため、ＰＴＡの負担軽
減を図る必要がある。

9,150

　効率の良い家庭教育学級の
実施方法を検討し、事業を推
進していく。
　市民センターにおいて子育
てサポーターの研修充実を図
るなど、子育てサポーターの
活用策の具体化について今後
も関係局と協議し、実施を目
指していく。

順調7,307

小：94.4％
中：93.7％

小：92.5％
中：90.9％

Ⅰ-1-
(3)-② 
家庭教育
支援の充
実

3
家庭・地域・学
校パートナー
シップ事業

生涯
学習
課

家庭教育学級や子育て
サポーターなどの活動
を通じて、保護者の不
安を軽減するため、関
係機関や関係部局と連
携しながら、情報提
供、啓発活動を行い、
保護者が家庭教育につ
いて学ぶ機会の充実、
子どもの基本的生活習
慣定着への理解を促す
ための情報提供、啓発
活動を進める。
それぞれの地域の特色
を生かし、家庭・地
域・学校が連携して、
子どもたちに様々な体
験活動や世代間交流の
機会を提供し、地域ぐ
るみで子どもを見守り
育てる意識を高め、地
域全体で子どもの健全
育成に取り組む機運を
醸成する。

小:98％
中:97％

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

　朝食の摂食状況について
は、目標には達していないも
のの、9割以上の子どもたち
が毎日「食べている」、「ど
ちらかといえば食べている」
と回答している。
　家庭教育学級開設数は、目
標の350箇所を下回る333箇所
で、昨年度より11箇所減少し
ているが、幼児の保護者が小
学校入学前に家庭教育の重要
性を学ぶ「家庭教育講座」、
全市版家庭教育学級としての
「家庭教育講演会」等も実施
した。
　子育てサポーターリーダー
登録者数は目標の170人を下
回る157人であったが、平成
28年度は子育てサポーター
リーダー養成研修を行う等、
子育てネットワーク事業の充
実が図られた。
　以上から「順調」と判断。

22,919

8,572

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

1,116団体
（H24年
度）

1,200団体
以上
（毎年
度）

企画展の入館者数
(単位：人）

北九州市ゆかりの文学
者の業績を企画展等で
紹介するとともに、本
市の文芸の振興に功績
のあった文学者を市内
外に発信する。

朝食を毎日「食べ
ている」「どちら
かといえば食べて
いる」と回答した
児童生徒の割合

小：93.0％
中：91.9％
（H25年
度）

学校団体誘致数

学校関係入館者数
78,290人
（H24年
度）

博物館セカンド
スクール事業

博物館を第二の学校と
位置づけ、修学旅行・
社会見学など学校教育
の一環として、子ども
たちの博物館利用の促
進を図るものである。

1

2

1,857

22,000人
（H29年
度）

小：94.8％
中：95.2％

9,358

10,741人
（H23年
度）

小：92.0％
中：90.5％

小:97％
中:95％

施策番号
・施策名

No.

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名

文学館普及研究
費

Ⅰ-1-
(2)-⑤ 
子どもの
特性を伸
ばす教育
の充実

文学
館

80,000人
以上
（毎年
度）

H28年度

人

人

職
員

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

課
長

19,125

16,075 0.50

1.40

17,668

1,308

12,625

0.05

1,353
係
長

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

順調

小:100％
中:100％
（H30年
度）

順調

　入館者数が目標を上回った
ため「順調」と判断。

順調

　子どもたちの来館機会を創
出することで、知的好奇心
や、学習意欲を高める効果が
見込めるため、引き続き事業
を推進していく。

人

　修学旅行・社会見学等、学
校団体の誘致活動を積極的に
行った結果、その効果もあり
目標を達成したため「順調」
と判断。

【評価理由】
　誘致した学校団体数や入館
者数が目標を達成しているこ
とから、「順調」と判断。

【課題】
　入館者数増加に結びつく企
画展に取り組み、学習機会を
提供する必要がある。
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.80 人

目
標

106,000 人 100,000 人

実
績

96,182 人 85,864 人

達
成
率

90.7 ％ 85.9 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

83 ％ 84 ％

達
成
率

92.2 ％ 93.3 ％

目
標

100 % 65 %
課
長

0.10 人

実
績

64.3 ％ 51.1 %
係
長

0.10 人

達
成
率

64.3 ％ 78.6 ％
職
員

0.20 人

0.50

Ⅰ-1-
(3)-③ 
地域全体
が教育を
支える社
会の実現

4
家庭・地域・学
校パートナー
シップ事業

生涯
学習
課

家庭教育学級や子育て
サポーターなどの活動
を通じて、保護者の不
安を軽減するため、関
係機関や関係部局と連
携しながら、情報提
供、啓発活動を行い、
保護者が家庭教育につ
いて学ぶ機会の充実、
子どもの基本的生活習
慣定着への理解を促す
ための情報提供、啓発
活動を進める。
それぞれの地域の特色
を生かし、家庭・地
域・学校が連携して、
子どもたちに様々な体
験活動や世代間交流の
機会を提供し、地域ぐ
るみで子どもを見守り
育てる意識を高め、地
域全体で子どもの健全
育成に取り組む機運を
醸成する。

9,358

　朝食の摂食状況について
は、目標には達していないも
のの、9割以上の子どもたち
が毎日「食べている」、「ど
ちらかといえば食べている」
と回答している。
　家庭教育学級開設数は、目
標の350箇所を下回る333箇所
で、昨年度より11箇所減少し
ているが、幼児の保護者が小
学校入学前に家庭教育の重要
性を学ぶ「家庭教育講座」、
全市版家庭教育学級としての
「家庭教育講演会」等も実施
した。
　子育てサポーターリーダー
登録者数は目標の170人を下
回る157人であったが、平成
28年度は子育てサポーター
リーダー養成研修を行う等、
子育てネットワーク事業の充
実が図られた。
　以上から「順調」と判断。

7,307 8,572 順調

5

生涯
学習
課

生涯学習の推進ならび
に市民センター等の活
性化を図るため、学習
機会や人材等、地域に
関する様々な情報の収
集や提供を行う生涯学
習コーディネーター
を、全市民センターに
配置する。

朝食を毎日「食べ
ている」「どちら
かといえば食べて
いる」と回答した
児童生徒の割合

8,390

順調

100,000人
（H29年
度）

小：94.4％
中：93.7％

Ⅰ-3-
(1)-① 
多様な学
習機会や
学習情
報、学び
の場の提
供

生涯学習活動促
進事業

各市民センター等で、
地域課題や現代的課題
等の解決を目指す講
座、心と体の健康づく
りを目指す講座など幅
広い分野にわたる講座
を実施する。また、生
涯学習市民講座等の手
法を活用して意見交換
の場を設け、これまで
市民センターをあまり
利用していなかった地
域住民等に参加を呼び
かけて意見交換、情報
交換を行い、地域活動
や市民センター事業、
学校支援事業等への参
加を促すほか、地域課
題解決のための学習会
を行う地域デビュー支
援事業を実施する。

6
生涯学習推進
コーディネー
ター配置事業

【評価理由】
　生涯学習活動に関する満足
度が上がっていること、地域
デビュー支援事業の参加者が
地域活動に取組み始めている
ことなど、生涯学習市民講座
の効果がでている。また、生
涯学習コーディネーターは、
前年より配置割合は下がって
いるものの、目標の約8割を
達成したことから、「順調」
と判断した。

【課題】
　生涯学習市民講座への参加
者が減少していることから、
受講しやすい取組みが必要で
ある。
　コーディネーター配置につ
いては、配置されたコーディ
ネーターが活動しやすい環境
となるよう、市民センター館
長や社会教育主事・主事補が
サポートしていく必要があ
る。

6,900

課
長

人

人

順調

15,329

職
員

3,65010,948 7,107 順調

人

順調
係
長

0.10

小:98％
中:97％

85％
（H32年
度）

小：92.5％
中：90.9％

生涯学習市民講座
参加者数

14,498

93,589人
（H25年
度）

小:100％
中:100％
（H30年
度）

96.3%
（H25年
度）

生涯
学習
課

9,150

0.20

　生涯学習市民講座は、講座
数（H27年度：1,095講座、
H28年度：1,013講座）及び参
加者数は減少しているもの
の、市政モニターアンケート
において、生涯学習活動に満
足していると感じる人の割合
は、目標の90%に達してい
る。
　地域デビュー支援事業は、
新規館6館、継続館3館で取組
み、累計57館となった。目標
を上回り、本事業に受講生と
して参加したことを契機に、
地域活動に取組み始めるな
ど、地域デビューにつながる
例が見られ、着実に効果が現
れている。
　以上を踏まえて、「順調」
と判断した。

【評価理由】
　子育てサポーター養成講座
を行う等地域で子育てを支え
る活動を実施していること、
朝食を食べている児童生徒の
割合が増加していることか
ら、「順調」と判断。

【課題】
　家庭教育学級や子育てサ
ポーターの活動が地域全体で
子どもを育てることにつなが
るよう情報提供を図る必要が
ある。

　家庭教育に関する保護者へ
の情報提供や、子育てサポー
ターの活動による保護者の不
安軽減を図るため、事業を推
進していく。

　生涯学習市民講座は、趣
味・教養を目的とした講座か
ら、地域の特色を生かした講
座、地域課題解決に向けた講
座へシフトしていくととも
に、より多くの方に多様な学
習機会を提供していく。
　生涯学習コーディネーター
が活動しやすい環境をつく
り、コーディネーター配置館
の増加につなげていく。

　平成28年度の生涯学習推進
コーディネーター配置館は66
館であり、目標値の約８割を
達成しているため、「順調」
と判断した。

56.2%
（H25年
度）

小：94.8％
中：95.2％

小：93.0％
中：91.9％
（H25年
度）

小:97％
中:95％

小：92.0％
中：90.5％

生涯学習活動に関
する満足度

生涯学習推進コー
ディネーターの配
置割合

90％以上
（H32年
度）

14,151
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

750 人 1,380 人

実
績

693 人 1,435 人

達
成
率

92.4 ％ 104.0 ％

目
標

90 ％ 95 ％

実
績

98 ％ 96 ％

達
成
率

108.9 ％ 101.1 ％

目
標

106,000 人 100,000 人

実
績

96,182 人 85,864 人

達
成
率

90.7 ％ 85.9 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

83 ％ 84 ％

達
成
率

92.2 ％ 93.3 ％

目
標

60
法
人

75
法
人

実
績

60
法
人

73
法
人

達
成
率

100.0 ％ 97.3 ％

目
標

23,500 人 24,000 人

実
績

23,623 人 24,222 人

達
成
率

100.5 ％ 100.9 ％

0.10

7
管理
運営
課

各市民センター等で、
地域課題や現代的課題
等の解決を目指す講
座、心と体の健康づく
りを目指す講座など幅
広い分野にわたる講座
を実施する。また、生
涯学習市民講座等の手
法を活用して意見交換
の場を設け、これまで
市民センターをあまり
利用していなかった地
域住民等に参加を呼び
かけて意見交換、情報
交換を行い、地域活動
や市民センター事業、
学校支援事業等への参
加を促すほか、地域課
題解決のための学習会
を行う地域デビュー支
援事業を実施する。

21,850

18,445 16,252

14,151 14,498

2,966

24,500人
(H29年度)

90％以上
（H32年
度）

人

0.50

順調

人

人

順調

人

職
員

6,900

人

0.20

課
長

人

18,362人
(H20年度)

93,589人
（H25年
度）

サポートセンター
利用者数

生涯学習市民講座
参加者数

受講者の満足度

18法人
（H24年

度)

96.3%
（H25年
度）

9
ＮＰＯ・市民活
動促進事業

Ⅰ-3-
(2)-② 
地域を支
えるボラ
ンティア
の育成

8
生涯学習活動促
進事業

市民
活動
推進
課

市民活動の促進に加
え、ＮＰＯと行政の協
働を推進するため、活
動や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

北九州市民カ
レッジ事業

受講者数
(H28年度から八幡
西生涯学習総合セ
ンター実施分も含
む）

0.90

0.40

係
長

生涯
学習
課

生涯学習活動に関
する満足度

15,329

新規設立ＮＰＯ法
人数（累計）

対前年度
30人増

職
員

20,70020,420

90法人
(H29年
度)

100,000人
（H29年
度）

90％
（H25年
度）

95％
（毎年
度）

5,742

690人
（H25年
度）

4,165

課
長

1.10

0.60
係
長

市民に高度で専門的か
つ多様な学習機会を提
供し、自己実現の促進
および、生涯学習社会
を担う人材の育成を図
るための事業。
北九州市民カレッジの
講座は、生涯学習総合
センター主催コース
（まちづくり・人材育
成系、総合・教養系の
２コース）と高等教育
機関提携コースを前
期・後期の２期で実
施。

課
長

職
員

人

係
長

人

　市民活動を促進する講座の
実施や情報提供の充実を図っ
ていく。

順調

　講座数（目標：60講座、実
績67講座）、受講者数、受講
者の満足度がいずれも目標を
達成しているため、「順調」
と判断。

【評価理由】
　新規設立ＮＰＯ法人数は目
標を概ね達成していること、
サポートセンターの利用者数
は目標に達していることか
ら、「順調」と判断。

【課題】
　市民活動のさらなる促進の
ため、新たな活動参加者の掘
り起こしとともに、活発に活
動する市民活動団体を育成し
ていくことが必要である。

　引き続き、まちづくり、地
域課題や現代的問題解決に向
けた講座を実施するなど多様
な学習機会を提供するととも
に、生涯学習総合センターと
しての市民への認知度を高
め、「循環型生涯学習社会」
を推進していくための役割を
積極的に果たしていきたい。
　さらに、民間カルチャーセ
ンターとの住み分けの検討も
進める。

Ⅰ-3-
(2)-① 
地域活動
をリード
する人材
の育成

人

【評価理由】
　北九州市民カレッジは講座
数、受講者数、受講者の満足
度が目標を達成した。
　生涯学習活動促進事業は生
涯学習活動に関する満足度が
上がっていること、地域デ
ビュー支援事業の参加者が地
域活動に取組み始めているこ
となど、生涯学習市民講座の
効果がでていることから、
「順調」と判断。

【課題】
　多様化するニーズを的確に
把握しながら、学んだ方がそ
の知識・経験を活かした地域
活動を行うことが可能となる
学習機会の提供。

　新規設立ＮＰＯ法人数及び
サポートセンター利用者数が
目標を概ね達成しているため
「順調」と判断。

0.30

　生涯学習市民講座は、講座
数（H27年度：1,095講座、
H28年度：1,013講座）及び参
加者数は減少しているもの
の、市政モニターアンケート
において、生涯学習活動に満
足していると感じる人の割合
は、目標の90%に達してい
る。
　地域デビュー支援事業は、
新規館6館、継続館3館で取組
み、累計57館となった。目標
を上回り、本事業に受講生と
して参加したことを契機に、
地域活動に取組み始めるな
ど、地域デビューにつながる
例が見られ、着実に効果が現
れている。
　以上を踏まえて、「順調」
と判断した。

順調

順調

1.50
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指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

93.1 ％ 92.9 ％

達
成
率

103.4 ％ 103.2 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

96.3 ％ 97 ％

達
成
率

107.0 ％ 107.8 ％

目
標

12,000 人 14,000 人

実
績

14,170 人 16,515 件

達
成
率

118.1 ％ 118.0 ％

目
標

実
績

73.7 ％ 77.9 ％

達
成
率

101.0 ％ 105.7 ％

目
標

50 校 75 校

実
績

56 校 77 校

達
成
率

112.0 ％ 102.7 ％

目
標

実
績

105 件 87 件

達
成
率

目
標

課
長

0.10 人

実
績

22 ％ 24.1 ％
係
長

0.35 人

達
成
率

― ％ 96.4 ％
職
員

1.50 人

順調

市民生活の身近な安
全・安心に関する相談
を受付ける「安全・安
心総合相談ダイヤル」
を円滑に運用し、市民
の相談機会の充実と不
安感解消を図る。

0.10

15,900

人

人26,389

人

0.10

Ⅱ-1-
(1)-② 
市民の消
費生活の
安定と向
上

14,088

90％以上
（毎年
度）

前年度
（73.7％)

比増

20,000人
以上

(H31年度)

課
長

13,442 人

人

順調

人

0.60

0.35

2,437

18件減

90％以上
（毎年
度）

消費生活センター
等に相談又は相談
を勧める市民の割
合

92％
(H23年
度）

前年件数
（105件）

減

25％以上
（28年
度）

91.5％
(H26年
度）

防犯パトロール活
動への参加者数

「安全セミナー」
「地域安全マップ
づくり」延べ実施
校

警察、関係団体等と連
携し、市民等の防犯意
識の向上や自主防犯活
動の活発化、安全・安
心な環境の整備などに
取り組み、日本トップ
クラスの安全・安心な
まちづくりを推進す
る。

悪質化・巧妙化する消
費者被害を未然に防止
するため、法律相談会
や消費者啓発・教育講
座等、消費者自身が危
機回避や被害にあった
場合の適切な対処法を
身に付けるための各種
事業を実施するなど、
啓発の推進や支援を行
う。

安
全・
安心
推進
課

消費生活センター
の認知度

件数減
（毎年
度）

18,872

1.50

3,107

職
員

順調

人

順調

　安全・安心なまちづくりの
ための出前講演、セミナー等
の実施回数は減少している
が、防犯パトロール活動への
参加者数が2,345人増加
（14,170人⇒16,515人）、市
民が感じる治安状況が4.2％
増加（73.7％⇒77.9％）し、
目標を達していることから｢
順調」と判断。

人

人

消費者啓発の推
進

消費
生活
セン
ター

子どもと女性の犯罪被
害を防止するため、子
ども自身や子どもを見
守る保護者、女性を対
象とした安全セミナー
等を開催し、防犯意識
や知識の向上を図る。

15,900

Ⅱ-1-
(3)-①
「北九州
市安全・
安心条
例」の制
定と安
全・安心
に関わる
施策の推
進

―

14,170人
（H27年
度）

2,035

前年度比
増（毎年
度）

8,075

前年度
（73％)
比増

0.05

15,900 0.35

0.30

15,635

職
員

1.50

20,310

1件減

2,000

125校
(H31年
度)

前年件数
（106件）

減

課
長

係
長

課
長

係
長

90%
(H31年
度)

29,086
係
長23,537

職
員

安
全・
安心
推進
課

安
全・
安心
相談
セン
ター

11

日本トップクラ
スの安全・安心
なまちづくり関
連事業

13

子どもと女性の
犯罪被害防止推
進事業

安全・安心総合
相談ダイヤル事
業

10

12

　今後も効果的・効率的な啓
発活動に努め、相談窓口の周
知とともに、賢い消費者の育
成を図り、被害防止に取り組
んでいく。

　安全・安心総合相談ダイヤ
ルを円滑に運用できており、
認知度が昨年より上昇してい
ることから「順調」と判断。

　性犯罪の認知件数は前年度
に比べ18件減少し、女性のた
めの犯罪被害防止セミナーは
目標の7回を上回る12回開催
している。また、｢安全セミ
ナー｣や｢地域安全マップづく
り｣の実施校数は、前年度に
比べ4件減少（25件⇒21件）
しているものの、延べ実施校
では目標を達成していること
から、「順調」と判断。

順調

104件
(H25年)

　「消費生活センターの認知
度」及び、「消費生活セン
ター等に相談又は相談を勧め
る市民の割合」ともに目標値
を上回り、高い数値を維持し
ているため「順調」と判断。

【評価理由】
　市民が感じる治安状況が、
前年度実績から好転し、各種
犯罪認知件数が1,558件減少
（9,682件⇒8,124件）してお
り、出前講演やセミナー等に
よる防犯意識や知識の向上が
着実に図られている。また、
安全・安心総合相談ダイヤル
を円滑に運用し、市民の相談
機会の充実と不安感解消を
図っており、「順調」と判
断。

【課題】
　体感治安の更なる向上のた
め、引き続き安全・安心に関
する情報や取組の情報発信が
求められる。また、市政に関
する幅広い知識を有する相談
員を確保し、適切な相談体制
とする必要がある。

　犯罪認知件数の減少に体感
治安の改善が伴うよう、引き
続き安全・安心に関する活動
の推進を図るとともに、効果
的・効率的に安全・安心に関
する情報や取り組みを市内外
に発信していく。
　また、安全・安心総合相談
ダイヤル事業は、市民生活の
身近な安全・安心に関する相
談を受付け、市民の相談機会
の充実と不安感解消を図るも
のであるため、継続して事業
を実施していく。

【評価理由】
　目標を達成し、市民の消費
生活の安定に寄与していると
判断。

【課題】
　未然に消費者トラブルを防
止するため、情報提供や啓発
が必要である。

順調

77％
(H25年
度)

性犯罪認知件数

市民が感じる治安
状況（体感治安）

安全・安心総合相
談ダイヤルの認知
度

35校
（H25年
度）

22％
(平成27
年）

33



市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

実
績

3,706 件 2,734 件

達
成
率

目
標

実
績

73.7 ％ 77.9 ％

達
成
率

101.0 ％ 105.7 ％

目
標

実
績

9,682 件 8,124 件

達
成
率

1,585 減 1,558 減

目
標

73 ％ 73 ％

実
績

73.7 ％ 77.9 ％

達
成
率

101.0 ％ 106.7 ％

目
標

実
績

達
成
率

目
標

73 ％ 73 ％

実
績

73.7 ％ 77.9 ％

達
成
率

101.0 ％ 106.7 ％

Ⅱ-1-
(3)-② 
防犯活動
の強化

　通学路防犯灯の拡充推進を
図る。また、適正に防犯カメ
ラの維持管理・運用を行って
いく。
　今後もこれらの事業を警察
等と連携して推進するととも
に、地域への積極的なPRを行
い、安全・安心を実感できる
まちづくりをすすめる。

【評価理由】
　刑法犯認知件数や市民が感
じる治安状況が目標を達成し
ていることから「順調」と判
断。

【課題】
　様々な事業や取組による防
犯活動の強化が犯罪件数や体
感治安に順調に表れてきてい
るが、更なる整備事業により
防犯活動の強化を推進してい
く必要がある。

順調

人

3,435

職
員

972件減1,267件減

前年
(11,267件)

比減

職
員

31,347

95,704

前年比減

114件増

前年度
（73.7％)

比増

前年比減

5,212件
（233件減）
(平成25年

度）

前年
（4,973
件）
比減

前年度
（73％)比増

前年
（3,706
件）
比減

230件減

3,435

職
員

係
長

平成31
年度
90%

前年比減

0.17

31,732

0.04

係
長

課
長

係
長15,900

1.50

　生活安全パトロール隊によ
る年間パトロール平均参加人
数（1,826人⇒1,785人）、自
主防犯活動の実施回数（273
回⇒251回）は昨年度に比べ
減少しているものの、目標を
達成している。
　また、街頭犯罪認知件数が
前年度に比べ972件減少
（3,706件⇒2,734件）したこ
とに加え、市民が感じる治安
状況が4.2％増加（73.7％⇒
77.9％）し、目標を達成して
いることから｢順調」と判
断。

順調

順調

人

人

　目標を概ね達成しているこ
とから「順調」と判断。

人

順調人

人

0.17

前年
（1,073件）

比減

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

73%
（平成
26年）

繁華街における犯
罪発生件数

平成31
年度
90%

人

人

0.35

課
長

133,371

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

刑法犯認知件数

0.10

街頭犯罪件数

33,346

169,822

平成31
年度

8,000件

0.04

0.17

安
全・
安心
推進
課

安
全・
安心
都市
整備
課

16

地域防犯対策事
業

14

小倉中央小学校区
785件

(前年比161件減
17％減)

黒崎中央小学校区
288件

(前年比5件減
1％減)

計　1,073件
(前年比166件減

13％減)

44,342

11,267件
（平成26
年）

73%
（平成
26年）

11％増 19％減

平成31
年度
90%

0.17 人

課
長

夜間における犯罪の発
生を未然に防止し、公
衆の通行の安全を図る
ため地域と市が協力し
ながら、防犯灯を設
置。
防犯灯の設置にあたっ
ては、LED防犯灯の設
置促進を図り、町内会
等の地域の防犯灯の設
置のため費用の一部を
助成し、明るく安心し
て生活できるまちづく
りを推進。

15

防犯カメラ事業

防犯灯設置事業

安
全・
安心
都市
整備
課

北九州市安全・安心条
例では、「市民等は安
全・安心に関する意識
を自ら高め、行動する
こと」「市及び市民等
は相互に連携を深め、
防犯活動を協力して推
進すること」と定めら
れている。この事業で
は、市民の防犯意識を
高め、地域住民の自主
防犯活動を促進し、安
全・安心を実感できる
まちの実現を図る。

暴力団犯罪をはじめ街
頭犯罪を抑止し、市民
生活等の安全・安心を
確保するため、人が多
く集まる繁華街や幹線
道路に既に設置してい
る防犯カメラの適正な
維持管理、運用を行
う。

　繁華街における犯罪発生件
数が前年度に比して、減少し
ていること、適正に防犯カメ
ラの維持管理・運用ができて
いることから「順調」と判
断。

46,34945,711

前年比減
（毎年）

77％
(平成25
年）

市民が感じる治安
状況
（体感治安）
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指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

実
績

9,682 件 8,124 件

達
成
率

1,585 減 1,558 減

目
標

73 ％ 73 ％

実
績

73.7 ％ 77.9 ％

達
成
率

101.0 ％ 106.7 ％

目
標

実
績

8,124 件

達
成
率

1,558 減

目
標

実
績

77.9 ％

達
成
率

105.7 ％

6,857 -

　通学路防犯灯設置灯数は目
標の600灯に対し412灯にとど
まったが、刑法犯認知件数や
市民が感じる治安状況が目標
を達成していることから「順
調」と判断。

人
通学路防犯灯拡
充事業

通学路において、子ど
もはもとより、女性や
高齢者など誰もが安全
で安心して歩ける環境
づくりにつなげるた
め、防犯灯（LED灯）
の補助制度の拡充や市
による防犯灯の設置な
ど、通学路の安全確保
に取り組む。

18

0.17

順調

職
員

　防犯カメラ設置補助台数は
目標を11台下回る79台にとど
まったが、刑法犯認知件数や
市民が感じる治安状況が目標
を達成していることから「順
調」と判断。

人
9,682件
（平成27
年）

73.7%
（平成
27年）

刑法犯認知件数

課
長

3,435

3,435

0.04

順調人

人

0.17

人

0.17

17
防犯カメラ設置
補助事業

21,546

前年(73.7%)
比増

20,000

平成31
年度
90%

刑法犯認知件数

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

11,267件
（平成26
年）

73%
（平成
26年）

0.04

係
長

職
員

係
長

平成31
年度

8,000件

0.17

安
全・
安心
都市
整備
課

安
全・
安心
都市
整備
課

前年(9,682
件)比減

前年比減

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

前年
(11,267件)

比減

平成31
年度

8,000件

課
長

14,725

安全・安心条例の施行
を機に、地域団体や事
業者が犯罪抑止を目的
として公共空間を撮影
する防犯カメラを設置
する際の経費の一部を
補助することで、安
全・安心な環境の構築
に向けたさらなる取り
組みを推進する。

人

25,000

平成31
年度
90%

35



市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

実
績

70 ％ 73.6 ％

達
成
率

103.0 ％ 102.2 ％

目
標

実
績

73.4 ％

達
成
率

131.5 ％

目
標

実
績

70 ％ 73.6 ％

達
成
率

103.0 ％ 102.2 ％

目
標

実
績

73.4 ％

達
成
率

131.5 ％

目
標

実
績

8,075 件 7,729 件

達
成
率

目
標

実
績

23 人 16 人

達
成
率

目
標

実
績

8,075 件 7,729 件

達
成
率

250件 減 346件 減

目
標

実
績

850 件 777 件

達
成
率

122件 減 73件 減

目
標

課
長

0.10 人

実
績

850 件 777 件
係
長

0.20 人

達
成
率

122件 減 73件 減
職
員

0.30 人

　引き続き交通事故防止につ
いて、子どもから高齢者まで
幅広く啓発を行う。

【評価理由】
　交通事故発生件数、交通事
故死亡者数、自転車関連事故
の発生件数は、着実に減少し
ているため「順調」と判断。

【課題】
　市民の交通安全に対する意
識を更に高め、交通事故防止
の取り組みを図る。

順調

0.20

Ⅱ-1-
(3)-④ 
交通安全
の推進

23
「自転車マナー
アップ北九州」
推進事業

安
全・
安心
都市
整備
課

自転車のルール・マ
ナーアップを推進する
ため、自転車交通ルー
ル検定の実施など自転
車安全教育や啓発の更
なる推進とともに、万
が一に備えた自転車保
険の加入促進に取り組
む。

9,800

1,9472,000 2,123

　3名の専門相談員が民事介
入暴力相談を受け、警察や弁
護士と連携し、適切な相談を
実施できたことから、「順
調」と判断。

順調係
長

0.60

係
長

0.20

順調

順調

前年度
（68％）
比増

72％以上

前年
（23人）

比減

8,325件
（H26年）

972件
（H26
年）

前年
（8,075件）

比減

前年
（850件）

比減

交通事故の発生件
数（警察統計のた
め暦年でカウン
ト）

暴追対策に対して
評価した市民の割
合

±0人

前年度
（68％）
比増

972件
（H26
年）

職
員

3,650

5,400

0.10

人

人

人

0.20

人

0.00

0.20

0.30

順調

　交通公園の入場者数、（目
標187,715人、実績214,297
人）安全教室の開催数（目標
508回、実績540回）が目標を
上回っている。また、交通事
故発生件数、自転車関連事故
発生件数ともに前年比較で減
少したため「順調」と判断。

　小学校等での交通安全教室
が目標の27,000人を大きく上
回る34,573人が参加し、前年
比較で交通事故発生件数が
346件減少、交通事故死者数
が7人減少しているため「順
調」とした。

順調

　暴力追放意識の高揚と暴排
機運の醸成を図ることを目的
に、暴追大会や研修会等を34
回開催（目標28回）し、目標
を達成した。また、暴追対策
に対する市民の評価が増加し
ていることから、「順調」と
判断。

人

人

人

人

順調

　自転車交通ルール検定の参
加校数は目標どおりの62校、
自転車事故発生件数は前年比
較で73件減少したため「順
調」と判断。

人

人

職
員

課
長

人

0.10

0.40

27,573

前年比減
（毎年）

5,440

27,572

平成32年
度までに
7,300件
以下

前年
（850件）

比減

75％以上
（29年
度）

前年比減
（毎年）

職
員

前年度
（55.8％
）比増

前年度比
増（毎年
度）

平成32年
度までに
7,300件
以下

4,300

10,920

5,418

23人
（H26
年）

8,325件
（H26年)

交通事故死亡者数
（警察統計のため
暦年でカウント）

19

第９次北九州市交通安
全計画に基づき、重点
項目について啓発を実
施。
生涯にわたる交通安全
教育及び効果的な広報
啓発活動により、市民
に広く交通安全思想を
普及し、交通事故防止
を図るもの。

前年度比
増（毎年
度）

12,850

75％以上
（29年
度）

26,865

27,573

－7人

前年
（8,075件）

比減

前年
（972件）

比減

前年
（8,325件）

比減

課
長

25,095

係
長

0.70

課
長

課
長

係
長

人

0.30

11,025

前年
（972件）

比減

前年度
（55.8％）

比増

250件減

前年
（8,325件）

比減

自転車関連事故の
発生件数（警察統
計のため暦年でカ
ウント）

自転車関連事故の
発生件数（警察統
計のため暦年でカ
ウント）

安
全・
安心
相談
セン
ター

安
全・
安心
相談
セン
ター

安
全・
安心
都市
整備
課

民事介入暴力相
談事業

暴力追放の推進

北九州市立交通安全セ
ンターを管理するとと
もに、交通安全教室等
を開催し、自転車の安
全運転や、交通ルー
ル・マナーの徹底を図
る。

交通安全推進事
業

55.8％
(平成25
年）

72％以上

48％
(平成25
年）

企業における暴力
団排除条項の規定
割合

企業における暴力
団排除条項の規定
割合

9,242

交通安全セン
ター管理運営

21

Ⅱ-1-
(3)-③ 
暴力団追
放運動の
推進

市民生活への暴力団等
の介入を排除し、安
全・安心なまちづくり
を図るため、民事介入
暴力相談を実施。

社会全体で暴力団を排
除する取り組みを推進
するため、事業者・市
民の暴排意識を高める
市民暴力追放総決起大
会や暴力追放強調月間
による集中的な啓発活
動などを実施し、官民
一体となって取り組
む。

安
全・
安心
都市
整備
課

20

22

【評価理由】
　目標を達成しており、官民
一体となった暴力追放の推進
に取組んでいるため、「順
調」と判断。

【課題】
　暴追大会や研修会等を引き
続き開催し、事業者・市民の
暴排意識を薄れさせないこと
が必要である。

　暴力追放の推進は、市民生
活のみならず、本市が都市と
して発展していく上でも必要
不可欠である。また、暴力追
放を推進する上で、民事介入
暴力等の相談を受付け、市民
の不安感解消を図ることも必
要であるため、引き続き事業
を実施していく。

55.8％
(平成25
年）

48％
(平成25
年）

平成32年
度までに
19人以下

5,421

346件減

前年
（23人）
比減

職
員

25,853

暴追対策に対して
評価した市民の割
合

交通事故の発生件
数（警察統計のた
め暦年でカウン
ト）
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

実
績

3,706 件 2,734 件

達
成
率

目
標

実
績

73.7 ％ 77.9 ％

達
成
率

101.0 ％ 105.7 ％

目
標

4,000 人 4,000 人 課
長

0.03 人

実
績

3,972 人 5,274 人 係
長

0.05 人

達
成
率

99.3 ％ 131.9 ％ 職
員

0.05 人

目
標

実
績

87
団
体

92
団
体

達
成
率

5団体 増 5団体 増

目
標

実
績

小倉
0.10
黒崎
0.20

％

小倉
0.16
黒崎
0.36

％

達
成
率

小倉
0.07
黒崎
0.04

％
減

小倉
0.06
黒崎
0.16

％
増

目
標

実
績

87
団
体

92
団
体

達
成
率

5団体 増 5団体 増

目
標

実
績

小倉
0.10
黒崎
0.20

％

小倉
0.16
黒崎
0.36

％

達
成
率

小倉
0.07
黒崎
0.04

％
減

小倉
0.06
黒崎
0.16

％
増

地域
振興
課

課
長

職
員

迷惑行為防止に係
る地域活動団体の
増加

前年度(小
倉0.17%、
黒崎0.24%)

比減

31,347

1,270

26,999

1,533

1,922 1,944

1,420

2,000

33,346

係
長

6,150
係
長

　「迷惑行為防止重点地区で
の巡視・啓発活動回数」（目
標15回以上／月、実績22回／
月）及び「迷惑行為防止重点
地区の取組に関する広域的な
広報・啓発活動回数」（目標
36回、実績45回）について目
標を達成した。
 また、成果指標である「路
上喫煙率」は目標を達成出来
なかったが、「迷惑行為防止
に係る地域活動団体の増加」
では目標を達成していること
から、「順調」と判断。

大変
順調

　広報活動の結果、目標値を
上回る見学者数となったた
め、「大変順調」と判断し
た。

　「路面標示設置枚数」につ
いて目標どおりの46枚を達成
した。
 また、成果指標である「路
上喫煙率」は目標を達成出来
なかったが、「迷惑行為防止
に係る地域活動団体の増加」
では目標を達成していること
から、「順調」と判断。

前年度
（73.7％)

比増

29,492

前年度比
増（毎
年）

前年度
(82団体）

比増

4,000人
（平成
29年
度）

82団体
（H26年
度）

3,647人
（H22年
度）

5,212件
（233件減）
(平成25年

度）

0.10

0.20

順調

平成31
年度
90%

係
長

1,220

前年度以
下（毎
年）

前年度比
増（毎
年）

前年比減

972件減

前年度
（73％)
比増

0.10
課
長

15,900 0.35

職
員

1.50 人

人

順調人

人

　生活安全パトロール隊によ
る年間パトロール平均参加人
数（1,826人⇒1,785人）、自
主防犯活動の実施回数（273
回⇒251回）は昨年度に比べ
減少しているものの、目標を
達成している。
　また、街頭犯罪認知件数が
前年度に比べ972件減少
（3,706件⇒2,734件）したこ
とに加え、市民が感じる治安
状況が4.2％増加（73.7％⇒
77.9％）し、目標を達成して
いることから｢順調」と判
断。

31,732

小倉
0.17%
黒崎
0.24%

（H26年
度）

迷惑行為防止に係
る地域活動団体の
増加

路上喫煙率（歩行
者に占める喫煙者
の割合）

路上喫煙率（歩行
者に占める喫煙者
の割合）

本事業は、市民からご
寄贈いただいた戦時下
の資料を保管、展示す
ることにより、北九州
市立埋蔵文化財セン
ター内に開設した戦時
資料展示コーナーにお
いて、戦争がもたらし
た惨禍と平和の尊さを
多くの市民に理解して
いただく。

安
全・
安心
都市
整備
課

街頭犯罪件数

条例や基本計画に基づ
き下記事業に取り組
む。
・小倉・黒崎地区（迷
惑行為防止重点地区）
での巡視活動（過料の
適用）
・地域が実施する迷惑
行為防止活動に対する
支援
・小学生を対象とした
モラル・マナーアップ
教育
・モラル・マナーアッ
プに関する広報啓発

前年
（4,973
件）
比減

前年度
(82団体）

比増

前年度(小
倉0.17%、
黒崎0.24%)

比減

前年
（3,706
件）
比減

前年度(87
団体）比

増

1,267件減

Ⅱ-3-
(4)-① 
平和の尊
さへの理
解の促進

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

77％
(平成25
年）

安
全・
安心
都市
整備
課

北九州市安全・安心条
例では、「市民等は安
全・安心に関する意識
を自ら高め、行動する
こと」「市及び市民等
は相互に連携を深め、
防犯活動を協力して推
進すること」と定めら
れている。この事業で
は、市民の防犯意識を
高め、地域住民の自主
防犯活動を促進し、安
全・安心を実感できる
まちの実現を図る。

Ⅲ-1-
(1)-④ 
市民のモ
ラル・マ
ナーの向
上

Ⅱ-1-
(3)-⑤ 
非行や犯
罪を生ま
ない地域
づくり

地域防犯対策事
業

24

職
員

課
長

前年度以
下（毎
年）

4,400
前年度(小
倉0.10%、
黒崎0.20%)

以下

前年度(小
倉0.10%、
黒崎0.20%)

以下

前年度(87
団体）比

増

82団体
（H26年
度）

0.40

27,499

人

人

0.10

人

0.30

0.10

人

小倉
0.17%
黒崎
0.24%

（H26年
度）

戦時資料展示コー
ナー見学者数

25
戦時資料展示
コーナー管理運
営事業

安
全・
安心
推進
課

順調

27

迷惑行為防止重点地区
内の路面標示等サイン
整備の充実を図ること
で、円滑な巡視活動や
広報・周知の取り組み
強化につなげ、市民の
モラル・マナーアップ
を推進する。

迷惑行為防止重
点地区サイン整
備事業

モラル・マナー
アップ関連条例
推進事業

26

【評価理由】
　見学者数は戦時資料展示
コーナー開設以来最多とな
り、目標値を上回ったことか
ら「大変順調」と判断。

【課題】
　さらなる見学者数増につな
げるため、広報活動の充実に
取り組んでいかなければなら
ない。

【評価理由】
　路上喫煙率は前年度よりや
や増加しているものの、迷惑
行為防止に係る地域活動団体
数が前年度より増加してお
り、活動の裾野が広がってい
ると判断し「順調」としたも
の。

【課題】
　円滑な巡視活動や活動の裾
野の拡大のため、様々な機会
を捉えた広報や周知、路面標
示等の整備が必要。

順調

　モラル・マナーアップ関連
条例推進事業について、基本
計画（第２次計画）に掲げた
目標達成に向けて取り組みの
充実・強化を図る。

　犯罪認知件数の減少に体感
治安の改善が伴うよう、引き
続き安全・安心に関する活動
の推進を図るとともに、安
全・安心に関する情報や取組
を効果的に市内外に発信して
いく。

【評価理由】
　各種犯罪認知件数の減少と
ともに、市民が感じる治安状
況も前年度に比べ好転してい
る。
　また、地域の生活安全パト
ロール隊による自主防犯活動
の参加人数や実施回数は目標
を達成していることから、
「順調」と判断。

【課題】
　体感治安の更なる向上のた
め、引き続き安全・安心に関
する情報や取組の情報発信が
求められる。

大変
順調

順調

　戦争がもたらした惨禍と平
和の尊さを、多くの市民に理
解していただくため、広報活
動を通じて、戦時資料展示
コーナーの周知に一層力を入
れていく。広報活動を通じ
て、入場者数の増加に繋げて
いきたい。

人
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

15
団
体

16
団
体

課
長

0.20 人

実
績

16
団
体

16
団
体

係
長

0.50 人

達
成
率

106.7 ％ 100.0 ％
職
員

0.50 人

Ⅲ-2-
(1)-② 
地域にお
ける伝統
文化の発
掘・継承

【評価理由】
　保存団体への周知と適切な
協議を行い、事業を進めるこ
とができたため、「順調」と
判断。

【課題】
　引き続き保存団体に対する
周知を行い、伝統文化を次世
代に継承していく必要があ
る。

順調28 1,007 順調

　保存団体への周知と適切な
協議を行い、事業を進めるこ
とができたため、「順調」と
判断。

　本事業の補助金は、市の指
定無形民俗文化財保存団体が
行う伝承者の養成や文化財の
公開のほか、用具の購入や修
理の費用の一部に充てられて
おり、子どもたちに対する技
術の伝承など、伝統文化の保
存・継承につながっている。
補助金事業は、文化財保存団
体の活動の強化につながる有
益な手段となっていることか
ら、今後も引き続き継続して
いく。

1,007 1,198 11,050

16団体
（H28以

降
毎年
度）

16団体
（H26年
度）

指定無形民俗文化
財保存支援団体数

伝統文化の継承者や保
存団体の活動を育成・
支援し、市内の伝統文
化を発掘し、次世代に
継承していく。

文化
企画
課

文化財保存補助

38



市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

80 ％ 80 ％

実
績

88 ％ 85 ％

達
成
率

110.0 ％ 106.3 ％

目
標

65 ％ 65 ％

実
績

57.7 ％ 60.7 ％

達
成
率

88.8 ％ 93.4 ％

目
標

85 ％ 85 ％
課
長

0.05 人

実
績

100 ％ 100 ％
係
長

0.06 人

達
成
率

117.6 ％ 117.6 ％
職
員

0.06 人

目
標

110,000 千
円

110,000 千
円

実
績

106,909
千
円

408,148
千
円

達
成
率

97.2 ％ 371.0 ％

目
標

60.0 % 65.0 %

実
績

58.7 % 72.6 %

達
成
率

97.8 ％ 111.7 ％

目
標

10万 人
課
長

0.10 人

実
績

9万 人
係
長

0.30 人

達
成
率

90.0 ％
職
員

0.00 人

4,150

芸術文化活性化
事業

29

Ⅲ-2-
(2)-① 
発信力の
高い文化
芸術の振
興

30
北九州国際音楽
祭

31

32

映像製作誘致強
化関連事業

映画・テレビドラマ等
のロケ地誘致や撮影支
援を積極的に行い、本
市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
また、活動成果の市民
との共有や、「映画の
街・北九州」という新
たな都市ブランドの発
信により、街のにぎわ
いの創出や市民交流等
のまちづくりにつなげ
る。

松永文庫企画事
業

10万人
／年

110,000
千円

（毎年
度）

141,839

33,701

40,000

80.0%
(平成30
年度）

100,155

―

120,539

6,500

85％
（平成
29年
度）

95％
（平成
21年
度）

響ホール事業・響
ホール自主事業入
場率

59.8%
(H25年
度)

地域経済への貢献
（直接経済効果）

順調

28,860

1.80

　海外オーケストラや世界で
活躍する本市出身アーティス
ト等、国内外の一流の演奏家
を招いて実施された。
　入場者数も1万人を超え、
満足度も高い水準を維持して
いることから、本市の文化振
興に大きく寄与したと判断
し、「順調」とした。

人

0.40

1.80

1,625

0.05

人

0.17

0.17

　北九州芸術劇場については、
幅広い年代層を対象とした公演
が提供され、入場率も目標値を
上回った。
　響ホール事業については、入
場率の面で目標を若干下回った
ものの、昨年度から一定の改善
が見られた。また、国内外で活
躍する著名な演奏家による公演
のみならず、声楽コンサートや
子どもも楽しめるファミリーコ
ンサート等、幅広いラインナッ
プをそろえ、来場者の満足度は
非常に高かった（アンケートで
は回答者全員が「内容に満足」
と回答）。
　以上のことから、本市の文化
振興に寄与したと判断し、「順
調」とした。

　成果指標として掲げた撮影
隊の市内滞在に伴う地域経済
への貢献（直接経済効果：目
標110,000千円、実績408,148
千円）、北九州フィルム･コ
ミッションの市民への認知度
（目標65.0%、実績72.6%）と
もに、目標値を達成したこと
から「大変順調」と判断。

順調

57,28059,288

65％
（平成
29年
度）

6,500

職
員

課
長

係
長

係
長

職
員

人

課
長

大変
順調

36,100

29,021

3,550

人

人

人 順調

89,317人
(H26年度)

北九州市国際音楽
祭の満足度の割合

83％
（平成
21年
度）

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

北九州芸術劇場・
自主事業入場率

100,000
千円

(H21年
度)

80％
（平成
29年
度）

文化
企画
課

来館者数年間９万
人

文化
企画
課

【劇場・自主事業】
エンターテイメントから
芸術性の高い作品まで舞
台芸術全般を網羅し、幅
広い年代層をターゲット
に公演を行う。また、北
九州芸術劇場オリジナル
の演劇作品等を制作し、
公演を実施。

【響ホール・自主事業】
室内楽専用ホールの特性
を生かした質の高いコン
サートや響ホールを拠点
として地元演奏家を積極
的に育てるコンサートを
行う。また、響ホールか
らの発信を意識した、オ
リジナリティのある演奏
会を実施。

地域の音楽文化の向上
を図ることを目的に、
クラシックコンサート
を中心とした音楽祭に
助成を行うもの。本音
楽祭は、市制25周年を
記念して始まり、29年
度で30回を数え、本市
の秋を彩る催し物とし
て定着している。

56％
（平成
21年
度）

文化
企画
課

映画・芸能資料館「松
永文庫」における企画
展示・イベント等の積
極的な開催を通じて、
映画文化の振興、「映
画の街・北九州」の情
報発信に取り組む。

文化
企画
課

　今後とも発信力の高い、ま
ちの魅力づくりにつながる事
業の実施を目指し、事業内容
を検討し、効率性や収支の観
点も加えながら、事業規模を
維持していく。
　映像製作誘致強化関連事業
については、アジアを中心と
する海外作品の誘致にも積極
的に取り組み、「映画の街・
北九州」という都市ブランド
を国内外に広く発信してい
く。
　松永文庫については、全国
的に注目されている施設であ
ることから、企画展等の充実
を図り、「映画の街・北九
州」の情報発信拠点として、
国内外に広く映画文化を発信
していく。

【評価理由】
　劇場、ホールは自主事業の
実施により、文化芸術を発信
し概ね目標を達成した。
　北九州市国際音楽祭は高い
満足度を維持している。
　また、「映画の街・北九
州」の認知度は年々高くなっ
ており、「順調」と判断し
た。

【課題】
　高い入場率につながる魅力
的な自主事業を発信していく
必要がある。また、芸術文化
の振興を街のにぎわいづくり
につなげていくことが重要と
考える。

順調

　来館者数はわずかに目標を
下回ったが、企画展は目標ど
おり４回開催したことから、
「順調」と判断。
　また、毎月イベントを開催
すると共に、学術関係者を集
めたシンポジウムを開催する
など、精力的に取り組みを進
めている。
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

15
事
業

16
事
業

課
長

0.05 人

実
績

15
事
業

16
事
業

係
長

0.30 人

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％
職
員

0.30 人

目
標

25 件 25 件
課
長

0.05 人

実
績

30 件 21 件
係
長

0.10 人

達
成
率

120.0 ％ 84.0 ％
職
員

0.30 人

目
標

150,000 人 113,000 人

実
績

153,707 人 113,274 人

達
成
率

102.5 ％ 100.2 ％

目
標

5,000 人

実
績

1,967 人

達
成
率

39.3 ％

目
標

410,000 人 420,000 人
課
長

1.40 人

実
績

472,389 人 508,003 人
係
長

1.80 人

達
成
率

115.2 ％ 121.0 ％
職
員

5.40 人

48,684

―

―

Ⅲ-2-
(2)-③ 
市民が文
化芸術に
接する機
会の拡大

36
博物館企画展・
特別展充実事業

36,750

52,237

順調

課
長

係
長

0.65

0.25

大変
順調

　平成２８年度は、本館改修
工事に伴う休館のため、企画
展及びコレクション展の実施
ができなかった。分館では気
軽に楽しめる美術作品や、世
界的な美術作品など、幅広い
作品の企画展を開催し、市民
に美術にふれる機会を提供し
た。
　目標値を達成していること
から「順調」と判断した。

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

【評価理由】
　美術館は改修工事に伴う休
館のため、コレクション展を
実施できなかったが、美術
館、博物館ともに入館者数が
目標に達しているため、「順
調」と判断。

【課題】
　魅力ある企画展・特別展を
開催し、市民が芸術文化に接
する機会を提供することが必
要。

　春の行楽シーズンや夏休み
などの多客期に誘客力の高い
特別展を開催することで、総
入館者数について目標値を達
成するとともに、前年よりも
入館者数を増加することがで
きたため、「大変順調」とし
た。

北九州市の文化水準の
向上と地域文化の振興
に資することを目的と
して設置された北九州
市文化振興基金運用果
実により、市民の行う
芸術・文化活動等に対
し助成を行う。

―

35
美術
館普
及課

45,845

27件
（H21年
度）

北九州市文化振興
基金奨励事業の補
助件数

美術館の入館者数

16事業
（H23年
度）

博物館総入館者数

コレクション展の
観覧者数

369,711人
（H24年
度）

77,601

74,600

人

順調

220,000人
（H29年
度）

3,82510,130

14事業
（平成
29年
度）

　補助件数は減少したもの
の、限られた予算の中で、市
民の自主的な芸術、文化活動
の助成を行うことができたた
め、「順調」と判断。

　助成団体数は前年と同程度
（前年度比1団体増の16団
体）であり、各団体の事業は
予定どおり実施され、多数の
来場があった。この助成制度
の存在により、地域・市民レ
ベルにおける文化活動を支え
る一定の効果があることか
ら、事業評価を「順調」とし
た。

【評価理由】
　文化団体や市民の行う芸
術・文化活動等を助成し、市
民の文化芸術活動の促進に寄
与したと判断できるため、
「順調」とした。

【課題】
　助成の内容や必要性を検討
しながら、事業を実施してい
く。

　平成２９年度、美術館は本
館リニューアルオープン、博
物館は開館１５周年を迎え
る。
　この好機を生かし、入館者
増につながる効果的なＰＲを
実施するとともに、幅広い企
画展・特別展を開催し、市民
が芸術文化にふれる機会を提
供していく。

40,334

25件
（毎年
度）

41,450

420,000人
（毎年
度）

80,120

5,825

71,370

37,424

8,956

順調

人

人

本市の文化水準の向上
及び地域文化の振興を
推進することを目的と
して、積極的に文化活
動を展開している文化
団体等の事業に対し
て、助成を行う事業。

各種文化事業の実
施

20,000人
（H29年
度） 職

員

245,420人
（H26年
度）

11,713人
（H26年
度）

企画展･特別展は、特
定のテーマを設けて自
然史や歴史に関する展
示を行うことによっ
て、市民が楽しく学べ
る場を提供し、本市の
学術文化の発展を図る
もの。

＜平成28年度特別展＞
・春の特別展
「不思議の教室～よみ
がえる学校標本たち
～｣
・夏の特別展
「恐竜博2016」
・秋の特別展
「関門幕末維新伝」
・冬の特別展
「発掘された日本列島
2016」
・春の特別展
「ホントはすごい！ど
うぶつ展～飛ぶ、走
る、泳ぐ～」

北九州市文化振
興基金

美術館本館及び分館に
おいて、多彩で魅力あ
る企画展を開催し、本
市の美術・文化の振興
を積極的に推進する。

美術館企画展充
実事業

34
文化
企画
課

Ⅲ-2-
(2)-② 
市民の文
化芸術活
動の促進

33
芸術文化育成負
担金・補助金

文化
企画
課

順調

3.65

7,682

　助成制度は、市民レベルで
の活動を支えるものであり、
市の文化水準の向上や個性あ
る地域文化の振興のために
も、今後も必要なものであ
る。

順調
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

1,000 人
課
長

0.10 人

実
績

682 人 1,304 人
係
長

0.30 人

達
成
率

130.4 ％
職
員

0.40 人

目
標

6 人 6 人

実
績

3 人 5 人

達
成
率

50.0 ％ 83.3 ％

目
標

2,200 人 2,200 人

実
績

1,694 人 1,692 人

達
成
率

77.0 ％ 76.9 ％

目
標

1,000 件 1,000 件
課
長

0.20 人

実
績

570 件 1,202 件
係
長

0.40 人

達
成
率

57.0 ％ 120.2 ％
職
員

0.40 人

目
標

1,000 件 1,000 件
課
長

0.05 人

実
績

975 件 628 件
係
長

0.30 人

達
成
率

97.5 ％ 62.8 ％
職
員

0.30 人

16,000

9,30012,500 9,324 7,760

　応募作品数は目標に至らな
かったが、「作家として書き
続けていくことのできる才能
の発掘」というコンセプトを
明確にし、掲載誌を文芸誌に
変更するなど受賞後のフォ
ローに力を入れる新しい試み
を実施した。このことから
「順調」と判断した。

課
長

人

人

1,797

Ⅲ-2-
(2)-④
文化芸術
の担い手
の育成

子どもノンフィ
クション文学賞

「林芙美子文学
賞」作品応募数

　応募総数が目標を上回った
ため「大変順調」と判断し
た。

1,602件
（H26年
度）

文学
館

38

39

「合唱の街づく
り」推進事業

現代美術セン
ター・ＣＣＡ北
九州支援事業

「ノンフィクション」
というジャンルの作品
を書くことで、子ども
たちが人間や社会への
関心をもつ契機とな
り、思考能力や人間と
しての成長を促すこと
を目的に、平成21年度
に全国の小中学生を対
象に創設した。

ＣＣＡ北九州事業
参加者人数

林芙美子文学賞
事業

12,613

8,844

54,325

7,150

2,122人
（H23年
度）

1,000件

―

1,200人
（平成
29年
度）

大変
順調

　平成27年９月、市立八幡病院
の移転に伴い、八幡東区尾倉か
ら若松区の学研都市ひびきのに
移転し、地理的に不便になった
こと、また平成27年度比約600万
円の予算減により、市民対象の
公開事業の開催を減らさざるを
得なかった（18回→15回）こと
等により、ＣＣＡ事業への参加
者数は目標に達しなかった。し
かしながら、このような厳しい
状況の中、ＣＣＡ北九州のメイ
ン事業であるフェローシッププ
ログラム事業においては、受講
生を５名（前年度比２名増）確
保するなど、移転の影響から若
干復調している。また、建築
ワークショップ事業においては
初めて北九州市立大学の参加協
力を得て実施し、地域との連携
も図ることができた。以上か
ら、事業評価を「順調」とし
た。

　合唱が盛んな本市の素地を活
かし、合唱関連の様々な事業を
行った。来場者数は昨年度実績
の2倍となり、歌い手としての参
加者も1,000人を超える等、来場
者及び参加者ともに「合唱の
街・北九州」を感じることがで
き、音楽文化の振興及びシビッ
クプライドの醸成に大きく寄与
したため、「大変順調」と判断
した。

5人
（平成
29年
度）

0.10

700件
(H29年
度）

1,000件
(H29年
度）

人

順調

8,000

55,175

　市民の歌声があふれ
る「合唱の街・北九
州」の実現に向けて、
子どもたちからシニア
世代まで幅広い多くの
市民が、合唱する側や
聴いて楽しむ側として
参加するまちづくりを
進めていく。

6人
（H23年
度）

フェローシッププ
ログラムの受講者
数

―

文化
企画
課

文化
企画
課

ＣＣＡ北九州は、現代美
術の世界的な拠点のひと
つとなることを目指して
活動している研究・学習
機関。国内外から集まる
現代美術の若手アーティ
スト等の指導育成、招聘
アーティストによる新作
発表のための展覧会、国
内外の第一線で活躍する
学芸員による「キュレー
ターミーティング」を開
催するとともに、ＣＣＡ
北九州のネットワークを
活かして、その活動を広
く市民に浸透させるため
の文化講座、子ども向け
ワークショップなどの事
業を行っている。
これら事業を実施してい
るＣＣＡ北九州を支援す
るもの。

文学
館

　「放浪記」、「浮雲」
などの作品で知られ、特
に短編の名手として評価
の高い林芙美子の名を冠
する文学賞。
　多くの文学者、作家を
輩出した北九州市の豊か
な文化的土壌を全国に発
信するとともに、北九州
市文化振興計画の重要な
柱である「人材育成」に
寄与することを目的とす
る。

40

37
合唱関連事業にお
ける歌い手として
の参加者

0.70 順調

0.00

係
長

1,800人
（平成
29年
度） 職

員

8,15054,945

　「街なか」での合唱コン
サートや子どもとシニア世代
による市民合唱祭に加え、高
齢者を対象とした合唱事業の
実施等、社会包摂的機能の活
用も図りながら、「合唱の
街・北九州」の更なる推進に
向けて、事業を実施していき
たい。
　次世代の担い手の育成は非
常に重要な課題であり、シ
ビックプライドの醸成という
観点からも、子どもたちや若
者が文化・芸術に接する機会
を拡大していくことが必要で
ある。ＣＣＡ北九州について
は、平成27年度に整理した項
目に取り組みつつ事業を継続
するとともに、今後の方向性
について見極めていきたい。
　今後も、学校・地域等にお
ける教育普及活動（アウト
リーチ）やホール等の文化施
設における体験活動等、子ど
もたちの文化・芸術に接する
機会の充実に向けて、事業内
容を検討していきたい。

大変
順調

【評価理由】
　目標に達していない事業も
あるが、音楽・現代美術・文
学など様々な分野の事業を実
施している。
　また、次世代の文化芸術の
担い手となる子どもたちに対
し、優れた文化・芸術に触れ
る機会を提供しており、文化
芸術の担い手の育成に寄与し
ていると判断し、「順調」と
した。

【課題】
　文化・芸術の担い手を育成
していくためには、事業を効
果的に周知するとともに、市
民が文化・芸術に触れる機会
を確保していくことが必要で
ある。

順調

5,82511,995

682人
（H27年
度）

応募総数
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

2,500 人
課
長

0.15 人

実
績

4,024 人
係
長

0.40 人

達
成
率

161.0 ％
職
員

0.40 人

3,000人
（平成
29年
度）

8,72514,450
2,500人
（H27年
度）

優れた文化・芸
術との“出会
い”創造事業

41 -
大変
順調

　小中学校等へのアーティス
トの派遣や、放課後児童クラ
ブでの訪問コンサートの実
施、東京藝術大学等の一流芸
術家による指導等、子どもた
ちが優れた文化や芸術に触れ
ることのできる機会を作るこ
とができた。これにより、シ
ビックプライドの醸成や本市
の文化振興に寄与したため、
「大変順調」と判断した。

18,000

文化
企画
課

将来の文化・芸術の担
い手を育成し、本市の
文化振興をさらに進め
るとともに、シビック
プライドの醸成につな
げていくため、若者や
子どもたちを中心に優
れた文化・芸術との”
出会い”の場・機会を
創造していく。

教育普及事業への
参加者数の増加
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

100,000 人 100,000 人
課
長

1.00 人

実
績

83,161 人 100,766 人
係
長

1.00 人

達
成
率

83.2 ％ 100.8 ％
職
員

3.00 人

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

実
績

106,909
千
円

408,148
千
円

達
成
率

97.2 ％ 371.0 ％

目
標

60.0 % 65.0 %

実
績

58.7 % 72.6 %

達
成
率

97.8 ％ 111.7 ％

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.30 人

達
成
率

職
員

0.30 人

目
標

10万 人
課
長

0.10 人

実
績

9万 人
係
長

0.30 人

達
成
率

90.0 ％
職
員

0.00 人

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.30 人

達
成
率

職
員

0.30 人

62,755 59,751 45,702

Ⅲ-2-
(2)-⑤ 
文化芸術
によるま
ちづくり

89,317人
(H26年度)

地域経済への貢献
（直接経済効果）

36,100

順調

59,288

22,026

-

施設開館

2,510

46
児童文学の顕彰
事業

57,280

83,161人
(H27年度)

計画策定

計画策定

80.0%
(平成30
年度）

―

顕彰することを目
的とした場の整備

施設開館

100,000
千円

(H21年
度)

42

来館者数年間９万
人

2,782

職
員

6,400

44,000

33,701

北九州市漫画
ミュージアム普
及事業

漫画
ミュ
ージ
アム
事務
局

北九州市漫画ミュージ
アムにおいて、常設展
示の充実・企画展・イ
ベント等の開催を通じ
て漫画文化の普及を目
指す。

順調

人

人

　本市ゆかりの児童文学につ
いて、その顕彰の具体的な方
法の調査・研究を行い、児童
文学を顕彰する場の整備のた
めの計画を策定することがで
きた。

　魅力的な企画展の開催によ
り年間入場者数が目標に達し
た。ワークショップ等も予定
どおり開催しており「順調」
と判断。

　杉田久女・橋本多佳子など
本市ゆかりの文学者の顕彰
や、点在する文学的素材やさ
まざまな文化資源・文化的取
組みを行う拠点となる施設
「北九州文学サロン」を整備
し、開館することができた。

【評価理由】
　漫画ミュージアムは年間入
場者数が10万人を超え、目標
を達成した。また、北九州文
学サロンが開館し、「文学の
街・北九州」を発信する拠点
が整備されたこと、「映画の
街・北九州」の認知度が年々
高くなっていることから、
「順調」と判断。

【課題】
　整備した拠点を活用し、魅
力ある企画・取組みの実施、
情報発信が必要である。

順調

　漫画ミュージアムの趣旨を
考慮しつつ、魅力ある企画展
を実施することでにぎわいづ
くりに寄与する。また、北九
州国際漫画大賞を充実させ、
漫画文化の普及を図る。日中
韓新人ＭＡＮＧＡ選手権を実
施し新人クリエーターの発掘
等を行うとともに、海外集客
対策として館内の外国語対応
を図る。
　アジアを中心とする海外作
品の誘致にも積極的取り組む
とともに、全国的に注目され
ている松永文庫の企画展等の
充実を図り、「映画の街・北
九州」という都市ブランドを
国内外に広く発信していく。
　「文学の街・北九州」を発
信するため、地元商店街や大
学生と協力して、「北九州文
学サロン」を拠点とした取り
組みを進めていく。
　平成30年度の子ども図書館
開館に合わせ、児童文学を顕
彰する場の整備を行う。

　成果指標として掲げた撮影
隊の市内滞在に伴う地域経済
への貢献（直接経済効果：目
標110,000千円、実績408,148
千円）、北九州フィルム･コ
ミッションの市民への認知度
（目標65.0%、実績72.6%）と
もに、目標値を達成したこと
から「大変順調」と判断。

39,000人
（Ｈ29～
31年度）

大変
順調

課
長

10万人
／年

3,000

22,000
「北九州文学サロ
ン」の来館者数

完成
（平成
30年
度）

110,000
千円

（毎年
度）

係
長

漫画ミュージアム
年間入場者数

―

1.80

―

文化
企画
課

文化
企画
課

本市ゆかりの児童文学
を顕彰することを目的
に、資料や情報資源を
集約した場を設けて継
続した調査・研究・普
及していく拠点とす
る。

文化
企画
課

59.8%
(H25年
度)

43

文学の街・北九
州発信事業

映像製作誘致強
化関連事業

44
文化
企画
課

映画・芸能資料館「松
永文庫」における企画
展示・イベント等の積
極的な開催を通じて、
映画文化の振興、「映
画の街・北九州」の情
報発信に取り組む。

映画・テレビドラマ等
のロケ地誘致や撮影支
援を積極的に行い、本
市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
また、活動成果の市民
との共有や、「映画の
街・北九州」という新
たな都市ブランドの発
信により、街のにぎわ
いの創出や市民交流等
のまちづくりにつなげ
る。

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

順調― 6,400

女性俳句の草分けであ
る杉田久女・橋本多佳
子などのPR・顕彰に取
り組むとともに、「北
九州文学サロン」を拠
点として、点在する文
学的素材やさまざまな
文化資源・文化的取組
みをつなげる仕組みづ
くりを行う。

―

人

―

1.80

―

0.40

　来館者数はわずかに目標を
下回ったが、企画展は目標ど
おり４回開催したことから、
「順調」と判断。
　また、毎月イベントを開催
すると共に、学術関係者を集
めたシンポジウムを開催する
など、精力的に取り組みを進
めている。

順調
10万人
／年

松永文庫企画事
業

45 4,150―6,5006,500
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

30,000 人 30,000 人
課
長

0.10 人

実
績

30,623 人 27,974 人
係
長

0.20 人

達
成
率

102.1 ％ 93.2 ％
職
員

0.20 人

目
標

12,600 人 12,600 人
課
長

0.01 人

実
績

14,485 人 17,280 人
係
長

0.05 人

達
成
率

115.0 ％ 137.1 ％
職
員

0.05 人

目
標

2,700 人 2,900 人
課
長

0.05 人

実
績

2,265 人 2,318 人
係
長

0.10 人

達
成
率

83.9 ％ 79.9 ％
職
員

0.10 人

目
標

実
績

8
種
目

達
成
率

160.0 %

目
標

300 人 400 人

実
績

271 人 826 人

達
成
率

90.3 % 206.5 %

目
標

実
績

達
成
率

目
標

1 位 1 位

実
績

5 位 9 位

達
成
率

30,000人
（毎年
度）

11.5億円

各区における
ニュースポーツ及
びファミリース
ポーツ大会の参加
人数

49

51
北九州マラソン
開催事業

50
夢・スポーツ振
興事業

5種目以上

5,8256,000

103,571

Ｈ30年度
までに
30,000人

毎年度5
種目以
上（H31
年度ま
で）

―

―

8,500

101,961

8,500

18,874

5,181

3,459

8,897

19,251

98,964

3,455

11.5億円
（H29年
度）

1位
（H31年
度）

人

人

人

人

0.24

人

4.00

課
長

0.49
職
員

職
員

0.02

3.00

2,325

6,305

990

係
長

係
長

1.50

大変
順調

4,650

　全国のランナーからの高い
評価、市民の盛り上がり等に
より「順調」とした。

人

　目標を上回る参加人数と
なっており、「大変順調」と
判断。

順調

　天候により中止となった種
目があったため、参加者数が
目標を下回ったが、目標どお
り90種目の競技を実施し、
「順調」とした。

【評価理由】
　『誰もが気軽にスポーツに
親しめる環境づくり』を推進
するため、各事業において設
定した成果指標の目標を概ね
達成しており、「順調」と判
断。

【課題】
　『誰もが気軽にスポーツに
親しめる環境づくり』の目玉
のひとつである「北九州マラ
ソン」を継続開催し、安定し
た運営体制を確立することで
地域に根付いたシンボルイベ
ントとして成長させる必要が
ある。

順調

20,279

　『誰もが気軽にスポーツに
親しめる環境づくり』を推進
するためには、市民に身近な
スポーツ大会の開催から、そ
のスポーツを楽しめるような
選手の育成など、幅広く事業
を展開する必要があるため、
引き続き実施していく。

　会員数の目標値には達して
いないが、H29.3.12開催「ス
ポーツファンタジア」におい
て多くの参加（555名）があ
る等、クラブ間の交流が図ら
れていることから、「順調」
とした。

順調

インターネットで
のマラソン大会全
国評価ランキング
（参加者7,000人以
上の大会を対象）

47 市民体育祭

生涯スポーツ振
興事業

Ⅲ-2-
(3)-① 
誰もが気
軽にス
ポーツに
親しめる
環境づく
り

選手強化事業参加
者数

マラソン大会開催
による経済波及効
果

3,779
Ｈ32年度
までに
4,000人

課
長

77,250

教室・強化講習会
等の実施

総合型地域スポー
ツクラブの会員数

-

―

―

―

5位
（H28
年.6月
時点）

―

――

10.5億円
(H25年度)

1,800人
(Ｈ22年
度)

・主催：北九州市、（一
財）福岡陸上競技協会
・主管：北九州マラソン
実行委員会
・後援：国土交通省九州
地方整備局北九州国道事
務所ほか２５団体
・コース：北九州市役所
前～東田地区～戸畑駅前
～東港～門司港～北九州
国際会議場前
・種目及び参加人数
マラソン：１０，５００
名、ペアリレーマラソ
ン：１５０組３００名、
ファンラン（３ｋｍ又は
５ｋｍ）：１，０００名
・大会当日および前日に
関連イベントを開催

2020年の東京オリン
ピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催を踏
まえ、国際・全国大会
で活躍する選手を育成
するため選手個々の能
力を高める事業を実
施。

ス
ポー
ツ振
興課

市民への生涯スポーツ
振興・普及のため、各
区においてスポーツ教
室、交流大会、ニュー
スポーツ体験会などを
開催。

「市民皆スポーツ」を
モットーに、スポー
ツ・レクリエーション
の普及振興を図り、市
民の健康で明るい市民
生活に寄与するため、
市内全域で各種大会や
行事を開催。

総合型地域スポーツクラ
ブは、人々が身近な地域
でスポーツに親しむこと
のできるスポーツクラブ
である。多世代、多種
目、多志向を特徴とし地
域住民等により自主・主
体的に運営される総合型
地域スポーツクラブは、
これからの地域スポーツ
の中核をなすものであ
り、その役割は大きいこ
とから総合型地域スポー
ツクラブの育成・支援に
取り組む。

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

大変
順調

　強化講習会等の実施種目
（目標：5種目、実績：8種
目）、選手強化事業参加者数
が目標を上回っており、「大
変順調」と判断。

210人
（H26年
度）

－

12,371人
(Ｈ26年
度)

30,367人
(Ｈ26年
度)

48

市民体育祭選手参
加者数

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

11.5億円

順調

―

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成・支援事業

44



市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

20 回 26 回

実
績

26 回 26 回

達
成
率

130.0 ％ 100.0 ％

目
標

3,000 人 3,000 人

実
績

3,221 人 3,251 人

達
成
率

107.4 ％ 108.4 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

87 ％ 83 ％

達
成
率

96.7 ％ 92.2 ％

目
標

4,500 人 4,500 人

実
績

3,488 人 3,224 人

達
成
率

77.5 ％ 71.6 ％

目
標

34 ％ 40 ％
課
長

0.05 人

実
績

28 ％ 27 ％
係
長

0.15 人

達
成
率

82.4 ％ 67.5 ％
職
員

0.60 人

目
標

実
績

達
成
率

目
標

3 件 3 件

実
績

4 件 4 件

達
成
率

133.3 ％ 133.3 ％

本市をホームタウン・
準ホームタウンとす
る、「ギラヴァンツ北
九州」や「堺ブレイ
ザーズ」「福岡ソフト
バンクホークス」等の
市民観戦事業や、体験
教室の開催など、市民
がスポーツに親しむ
きっかけ作りを実施。

　スポーツ観戦率が目標に届
かなかったため、「やや遅
れ」と判断。

62,680

戦略的な誘
致プロモー
ション活動
等の実施

＿

―

ギラヴァンツ北九
州主催試合の平均
入場者数

ラグビーワールド
カップ2019及び
2020東京オリン
ピック・パラリン
ピックにおける
キャンプ地誘致数

国際・全国大会等
の開催数

大型スポーツイベ
ント（自主事業）
の参加人数

―

４件
（H27年
度）

-

3,000人
(H26年
度)

29,805 31,321

60,000 60,000

59,641

15件以
上

（H27～
31年
度）

30,000

40％
(H29年
度)

60,000

3,700

64,450

戦略的な誘
致プロモー
ション活動
等の実施

6,575

3,075

係
長54,000

3.00
職
員

2,615

人

人

0.10
やや
遅れ

やや
遅れ

2.00 順調

1.00
課
長

人

0.20 人

人
係
長

係
長

人

人

人

人0.05

0.10

課
長

職
員

0.20

順調

　「国際大会や全国大会等の
誘致件数」が目標を上回って
いることから「順調」とし
た。

順調

　ラグビーワールドカップ２
０１９及び２０２０年東京オ
リンピック・パラリンピック
競技大会のキャンプ地誘致活
動を継続・活発化させるとと
もに、その他各種大規模大会
の誘致についても引き続き実
施していく。
　また、ミクニワールドスタ
ジアム北九州を活用するな
ど、『見る』スポーツの更な
る振興を図っていく。

【評価理由】
　『スポーツを通したにぎわ
いづくり』のため、本市のシ
ンボルチームである「ギラ
ヴァンツ北九州」の支援や、
大規模国際大会及び全国大会
等の誘致事業を実施してお
り、各事業で設定した目標
（ギラヴァンツ北九州の市民
認知度、国際大会等誘致実績
等）を概ね達成している状態
のため、「順調」と判断。

【課題】
　「ギラヴァンツ北九州」主
催試合の平均入場者数や「ス
ポーツ観戦率」が目標に届い
ていないことから、今後もミ
クニワールドスタジアム北九
州を活用するなど、『見る』
スポーツの更なる振興を図る
必要がある。

スポーツ観戦率

生涯スポーツの振興や
まちのにぎわいづくり
へとつながる大規模国
際大会の試合会場及
び、ラグビーワールド
カップ２０１９日本大
会や２０２０年東京オ
リンピック・パラリン
ピック競技大会等の
キャンプ地を本市に誘
致すること、並びに誘
致前後のスポーツ交流
や文化交流等へとつな
げることを目的とし
て、戦略的な誘致プロ
モーションの展開や、
官民一体となった「誘
致委員会」による積極
的な活動を行う。

本市のシンボルチーム
である「ギラヴァンツ
北九州」を支援するた
め、ホームゲーム開催
経費や遠征費の一部を
補助。

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

Ⅲ-2-
(3)-② 
スポーツ
を通した
にぎわい
づくり

53

国際大会・全国
大会等スポーツ
開催

ギラヴァンツ北
九州支援事業

54
ホームタウン推
進事業

大規模国際大会
誘致関係事業

55

ギラヴァンツ北九
州の市民認知度

国際大会や全国大
会等の誘致

定員
3,000人
（毎年
度）

87％
(H26年
度)

29回
(H26年
度)

3,650

90％
(H29年
度)

3,750

0.0130回
(H32年
度)

3,622人
(H26年
度）

23％
(H26年
度)

ス
ポー
ツ振
興課

市内において国際大
会・全国規模の大会の
開催を行い、多くの市
民のスポーツに対する
関心を高め、「みる」
スポーツのニーズを引
き出すとともに、ス
ポーツに取り組むきっ
かけをつくる。また、
参加選手の高いレベル
に接することで、個々
の競技力の向上につな
げる。

大規
模大
会誘
致推
進室

　目標値を達成できたため、
「順調」とした。

　ギラヴァンツ北九州の市民
認知度は、ほぼ目標どおりと
なったが、平均入場者数が目
標に届かなかったため、「や
や遅れ」と判断。

職
員

5,000人
(H29年
度)

―

1ヶ国又
は1競技
以上

（H31年
度）

52

課
長

45



市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

課
長

0.30 人

実
績

係
長

1.00 人

達
成
率

143.5 ％
職
員

0.70 人

目
標

134
団
体

134
団
体

課
長

0.05 人

実
績

133
団
体

133
団
体

係
長

0.10 人

達
成
率

99.3 ％ 99.3 ％ 職
員

0.30 人

目
標

10
団
体

10
団
体

課
長

0.05 人

実
績

6
団
体

7
団
体

係
長

0.15 人

達
成
率

60.0 ％ 70.0 ％ 職
員

0.20 人

目
標

42
千
人

42
千
人

実
績

41
千
人

41
千
人

達
成
率

97.6 ％ 97.6 ％

目
標

1,955
千
人

2,200
千
人

実
績

2,136
千
人

2,133
千
人

達
成
率

109.3 ％ 97.0 ％

【評価理由】
　「地域カルテづくり事
業」、「地域カルテフォロー
アップ事業」を実施したまち
づくり協議会は目標値に届か
なかったものの、「地域総括
補助金」は目標どおりに行わ
れていることから、「順調」
と判断。

【課題】
　地域が抱える様々な課題
や、その解決に向けた取り組
みの内容は様々であり指標の
設定は困難であるが、今後
も、他の事業局や区役所コ
ミュニティ支援課等と連携し
ながら、地域が主体的に地域
課題を解決することができる
よう、住民主体の地域づくり
に努める。

　引き続き、地域が一体と
なった住民主体の地域づく
り･まちづくりを促進するた
め、まちづくり協議会や、地
域で様々な取り組みを行う各
種地域団体等に対し、「地域
総括補助金」の交付や、各種
支援事業など地域のニーズに
応じた施策を展開する。

3,722

住民主
体の新
たな地
域づく
りが活
発に行
われて
いる状

態

6,326

係
長

順調

各地域団体が連携・協
力し、まちづくり協議
会を中心に地域が一体
となった地域づくりを
促進するため、これま
で市各部局が事業ごと
に地域団体に交付して
いた補助金を可能な限
り一本化し、まちづく
り協議会に交付する。

Ⅲ-3-
(1)-① 
市民主体
の地域づ
くりの促
進

58
住民主体の地域
づくりの促進

地域
振興
課

まちづくり協議会の活
性化を図るため、地域
課題解決のアイデア等
を盛り込んだ「地域カ
ルテ」の作成や、地域
カルテに基づく活動を
支援するフォローアッ
プ事業を行うととも
に、活動の参考となる
事例の紹介等を行う
「地域のちから」報告
会や、「地域づくりマ
ネジメント研修」を開
催し、住民主体の地域
づくりを促進する。

18,700

110,800人
（供用開

始の
H28.9.1
から

H29.3.31
まで）

―

―

人

順調

順調

順調

771,286

職
員

　市民センターからの情報発
信や、市民センター整備等を
概ね計画どおりに進めた結
果、利用者数やコミュニティ
活動の参加者数はほぼ目標を
達成していることから、「順
調」とした。

3,825

3.30 人

―

110,800

―

市民センターの管理運
営を円滑・適正に行う
ため、公募により多様
な人材を市民センター
館長として採用し、地
域の活動を担うまちづ
くり協議会への管理委
託などを行う。また、
市民センターを拠点と
した地域づくりを推進
するため、未整備校区
に市民（サブ）セン
ターを整備し、老朽化
対策やバリアフリー化
を図り計画的な改修を
行う。

2,200千人
(毎年度)

130団体
(H26年
度）

140,000人
（同地区
既存施設
利用者数
＜H24年度

＞）

地域総括補助金を
導入したまちづく
り協議会数

159,000 2,087,013

2,214,277

2,105,526

4,226

373,858384,295

1.00

大変
順調

人1.00

平成28年度事業完了

　予定どおり施設整備が完了
し、「浅生スポーツセン
ター」として平成28年9月に
供用を開始し、利用者数も目
標を上回っていることから
「大変順調」と判断。

大変
順調

【評価理由】
　予定どおり施設整備が完了
し、「浅生スポーツセン
ター」として平成28年9月に
供用を開始し、利用者数も目
標を上回っていることから
「大変順調」と判断。

【評価理由】
　1館あたりの利用者数は前
年度実績と同数であり、引き
続き地域活動が活発に行われ
ている。
　さらに、市民センターの整
備についても、地元調整に十
分時間をかけながら、市民セ
ンターの改修を行っていく
等、「順調」に進んでいる。

【課題】
　今後も、市民センターを市
民が安心して利用できるよ
う、老朽化対策やバリアフ
リー化などのハード面の整備
とともに、市民センター館長
や職員の能力向上など、ソフ
ト面の充実も図っていくこと
が必要である。

　市民センターを拠点とした
地域づくりを促進するため、
老朽化対策やバリアフリー化
等ハード面を整備するととも
に、館長及び市民センター職
員の能力向上を図る研修や、
タイムリーな情報発信等ソフ
ト面の充実に努め、利用者の
増加を図る。

　昨今、「地域カルテづくり
事業」と同じ手法(ワーク
ショップ)で地域で実施する
類似事業が多くなり、地域の
「負担感」が増加、導入を見
送るまち協が多くなってき
た。また、地域における課題
は様々であり、地域が自ら考
え課題解決のための新たな取
り組みが行える仕組みの構築
を図るため、平成28年度当初
に「地域カルテづくり事業」
の「質」の向上に向けて事業
方針の転換を図った。まず
は、当事業を実施する区を隔
年とすることとし（平成28年
度は3まち協）、これを達成
したため「順調」とした。

　導入団体数は目標値に達し
なかったが、働きかけを目標
どおりに行い、ほぼ導入目標
を達成していることから「順
調」とした。

3,575

2,092,2492,087,750

42千人
(毎年
度)

市民センター1館当
たりの利用者数

市民センターにお
けるコミュニティ
活動の参加人数
（延べ）

2,084千人
(27年度)

地域カルテフォ
ローアップ事業を
実施したまちづく
り協議会の数

施設完成年度にお
ける利用者数

ス
ポー
ツ振
興課

戸畑区内に点在し老朽
化したスポーツ施設
を、戸畑区役所横の浅
生小・中学校等跡地
（D街区）に集約整備
する。

56

Ⅲ-2-
(3)-③ 
スポーツ
施設の整
備

Ⅲ-3-
(1)-② 
地域コ
ミュニ
ティ施設
の活用・
運営

市民センターの
充実

戸畑D街区スポー
ツ施設整備事業

57 地域総括補助金

地域
振興
課

地域
振興
課

59

41千人
(27年
度)

137団体
(H30年
度)

46,250

課
長

順調

341,555
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

85 ％ 85 ％

実
績

82.0 ％ 84.4 ％

達
成
率

96.5 ％ 99.3 ％

目
標

46 % 46 %

実
績

40.4 % 41.7 %

達
成
率

87.8 ％ 90.7 ％

目
標

60
法
人

75
法
人

実
績

60
法
人

73
法
人

達
成
率

100.0 ％ 97.3 ％

目
標

23,500 人 24,000 人

実
績

23,623 人 24,222 人

達
成
率

100.5 ％ 100.9 ％

目
標

68 件 74 件

実
績

72 件 80 件

達
成
率

105.9 ％ 108.1 ％

目
標

280 人 330 人

実
績

296 人 331 人

達
成
率

105.7 ％ 100.3 ％

順調

順調

0.03

【評価理由】
　自治会・町内会の加入促進
や活発化に繋がる広報・研修
については、自治総連合会と
連携しながら継続的に取り組
んでおり、「広報・研修等の
事業数」は目標を上回り、
「マンション管理会社等への
働きかけ」を目標どおり実施
し、「地域づくり活動へ肯定
的な考えの市民の割合」「地
域づくり活動への参加者の割
合」は前年度実績をそれぞれ
上回ったことから「順調」と
した。

【課題】
　世代に応じた働きかけや、
マンション等の自治会加入促
進に向けた取組みなどによ
り、自治会町内会の活性化に
努めていく必要がある。

人

市民
活動
推進
課

自治会と連携しなが
ら、加入率向上や組
織・活動の見直し及び
人材育成など新たな課
題への対応につながる
様々な事業に取り組
み、自治会･町内会の
活性化を図る。

　地域においては、住民の帰
属意識の希薄化や高齢化など
による人材不足等の課題は山
積しているものの広報･研修
等の事業数は目標の15事業を
上回る18事業を実施し、マン
ション等の加入促進に向けた
マンション管理会社への働き
かけは目標どおり8企業に対
して実施した。また「地域づ
くり活動へ肯定的な考えの市
民の割合」「地域づくり活動
への参加者の割合」が昨年度
実績を上回ったことから「順
調」とした。

順調

課
長

地域
振興
課

人

85％
(毎年
度)

2,035

75.4%
（H23年
度）

24,500人
(H29年度)

0.15
係
長

0.30 人

0.15

0.10

人

人

33,165 30,195

人

人
係
長

　自治会・町内会を取り巻く
課題を解決し活性化を促進す
るために、マンション等の管
理会社等の関係者に積極的に
働きかけていくほか、引き続
き地域コミュニティの重要性
や自治会の必要性について幅
広く理解を求めることに力を
入れていく。また、地域で
リーダーシップを発揮する人
材や地域活動の担い手育成支
援を積極的に行い、自治会・
町内会の加入促進や活性化を
図っていく。

　市民活動を促進する講座の
実施や情報提供の充実を図っ
ていく。

【評価理由】
　新規設立ＮＰＯ法人数（累
計）や、補助交付事業件数
（累計）が、目標を概ね達成
しており、「順調」と判断。

【課題】
　さらなる市民活動の支援に
よってＮＰＯ・ボランティア
活動参加者の掘り起こしにつ
なげていく必要がある。

順調

0.304,095

80件
(H29年
度)

課
長

2,744

課
長

係
長

36,822

1.50
職
員

人

人

90法人
(H29年
度)

3,627

地域づくり活動へ
肯定的な考えの市
民の割合

15件
（H21年

度)

16,25220,420 18,445

46％
(毎年
度)

40.5%
（H23年
度）

補助交付事業件数
（累計）

地域づくり活動へ
の参加者の割合

18法人
（H24年

度)

60

Ⅲ-3-
(2)-① 
ＮＰＯ、
ボラン
ティア活
動の支援

61

Ⅲ-3-
(1)-③ 
自治会・
町内会へ
の加入促
進

自治会･町内会活
性化の促進

市民活動の促進に加
え、ＮＰＯと行政の協
働を推進するため、活
動や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

市民活動の更なる促進
を支援するため、ＮＰ
Ｏ等が専門性を発揮し
て行う活動に対し、事
業費の一部を補助す
る。

62

ＮＰＯ・市民活
動促進事業

ＮＰＯ公益活動
支援事業

市民
活動
推進
課

26人
（H22年

度)

成果発表会の参加
人数（累計）

新規設立ＮＰＯ法
人数（累計）

18,362人
(H20年度)

サポートセンター
利用者数

380人
(H29年
度)

順調

職
員

20,700 0.60

3,775

0.10

職
員

　補助交付事業件数及び成果
発表会の参加人数が目標を達
成しているため「順調」と判
断。

　新規設立ＮＰＯ法人数及び
サポートセンター利用者数が
目標を概ね達成しているため
「順調」と判断。
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市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

― 件 5 件
課
長

0.03 人

実
績

― 件 5 件
係
長

0.20 人

達
成
率

― ％ 100.0 ％
職
員

0.15 人

目
標

700 人 1,000 人

実
績

929 人 1,275 人

達
成
率

132.7 ％ 127.5 ％

目
標

6
団
体

8
団
体

実
績

6
団
体

9
団
体

達
成
率

100.0 ％ 112.5 ％

目
標

― 件 5 件
課
長

0.03 人

実
績

― 件 5 件
係
長

0.20 人

達
成
率

― ％ 100.0 ％
職
員

0.15 人

目
標

60
法
人

75
法
人

実
績

60
法
人

73
法
人

達
成
率

100.0 ％ 97.3 ％

目
標

23,500 人 24,000 人

実
績

23,623 人 24,222 人

達
成
率

100.5 ％ 100.9 ％

目
標

700 人 1,000 人

実
績

929 人 1,275 人

達
成
率

132.7 ％ 127.5 ％

目
標

6
団
体

8
団
体

実
績

6
団
体

9
団
体

達
成
率

100.0 ％ 112.5 ％

【評価理由】
　協働についての研修への参
加者数、協働件数ともに目標
を達成したことから、「順
調」と判断。

【課題】
　協働事例が新たな協働につ
ながるよう構築したネット
ワークを拡大する必要があ
る。

　市民が参画する協働を推進
するため、協働への理解を深
めるセミナーや、協働事例の
発信に取り組んでいく。

65
多様な主体によ
る市民活動の輪
づくり事業

市民
活動
推進
課

市民主体のまちづくり
を推進するため、市民
活動への理解を深め、
新たな担い手の参加を
促すとともに、ＮＰＯ
と様々な団体間のネッ
トワークづくりや協働
を支援する。

順調

順調

順調

　ＮＰＯと企業、大学との交
流会を予定どおり開催し、各
団体間のネットワーク構築の
きっかけとなったこと、目標
を達成したことから「順調」
と判断。

　ＮＰＯ、企業等との交流会
を実施し、団体間の協働を支
援する。

4,698 4,110

【評価理由】
　協働件数が目標を達成した
ことから、「順調」と判断。

【課題】
　参加団体へのフォローアッ
プ等を行い、民間団体間の協
働事業の立ち上げを支援す
る。

順調

課
長

係
長

課
長

3,470

2,6714,698 4,110

市民
活動
推進
課

市民主体のまちづくり
を推進するため、市民
活動への理解を深め、
新たな担い手の参加を
促すとともに、ＮＰＯ
と様々な団体間のネッ
トワークづくりや協働
を支援する。

2,671

1,919

1,250人
(H29年
度)

5件
（H29年

度)

－

－
ＮＰＯと企業・地
域・大学等との協
働件数

【評価理由】
　各事業の目標を概ね達成し
ており、市民との協働を推進
しているとして「順調」と判
断。

【課題】
　市民活動の担い手の育成
や、協働に対する啓発をする
必要がある。

　市民との協働を推進するた
め、セミナー等の充実、協働
事例の情報提供に取り組む。

順調

　ＮＰＯと企業、大学との交
流会を予定どおり開催し、各
団体間のネットワーク構築の
きっかけとなったこと、目標
を達成したことから「順調」
と判断。

　新規設立ＮＰＯ法人数及び
サポートセンター利用者数が
目標を概ね達成しているため
「順調」と判断。

順調

3団体
(H26年
度)

24,500人
(H29年度)

90法人
(H29年
度)

20,700

3,470

0.20

18,445 人16,252

0.30

0.6020,420

1,132

ＮＰＯと企業・地
域・大学等との協
働件数

1,250人
(H29年
度)

収入増加団体数
（累計）

ＮＰＯとの協働に
ついての研修への
参加者数（累計）

サポートセンター
利用者数

203人
（H22年

度)

18法人
（H24年

度)

18,362人
(H20年度)

新規設立ＮＰＯ法
人数（累計）

Ⅲ-3-
(3)-① 
市民参画
と協働の
ための仕
組みづく
り

「ＮＰＯとの協
働によるまちづ
くり」人材育成
事業

Ⅲ-3-
(3)-② 
市民との
協働を推
進できる
市役所づ
くり

Ⅲ-3-
(2)-② 
ＮＰＯ、
企業、研
究機関な
どとの連
携の構築

ＮＰＯ・市民活
動促進事業

66

67

多様な主体によ
る市民活動の輪
づくり事業

63

ＮＰＯとの協働に
ついての研修への
参加者数（累計）

203人
（H22年

度)

人

職
員

人

人

係
長

人

7181,132 8,300

職
員

5件
（H29年

度)

市民
活動
推進
課

市民活動の促進に加
え、ＮＰＯと行政の協
働を推進するため、活
動や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

市民
活動
推進
課

協働に関する理解を深
めるための研修、協働
事業を実施するために
必要な団体運営力向上
を図るための研修を実
施する。
また、経済的に自立し
たＮＰＯの増加を図る
ため、資金調達力や企
画力の向上を図るセミ
ナーを実施する。

職
員

0.40

0.20 人

0.30

課
長

1.50

0.40

人

人

0.30 人

係
長

　ＮＰＯとの協働についての
研修への参加者数が目標を達
成しているため「順調」と判
断。

順調

　ＮＰＯとの協働についての
研修への参加者数が目標を達
成しているため「順調」と判
断。

順調

10団体
(H29年
度)

3団体
(H26年
度)

10団体
(H29年
度)

収入増加団体数
（累計）

718 8,30064

「ＮＰＯとの協
働によるまちづ
くり」人材育成
事業

市民
活動
推進
課

協働に関する理解を深
めるための研修、協働
事業を実施するために
必要な団体運営力向上
を図るための研修を実
施する。
また、経済的に自立し
たＮＰＯの増加を図る
ため、資金調達力や企
画力の向上を図るセミ
ナーを実施する。

1,919

48



市民文化スポーツ局

平成28年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H28年度

H28年度 H27年度 人件費（目安）

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度予算要求に向けた 
施策の方向性

目
標

700 人 1000 人

実
績

929 人 1,275 人

達
成
率

132.7 ％ 127.5 ％

目
標

6
団
体

8
団
体

実
績

6
団
体

9
団
体

達
成
率

100.0 ％ 112.5 ％

目
標

22,000 人 22,000 人
課
長

0.50 人

実
績

23,436 人 24,743 人
係
長

0.50 人

達
成
率

106.5 ％ 112.5 ％
職
員

0.25 人

目
標

60,000 人

実
績

46,278 人 48,404 人

達
成
率

77.1 ％ 104.6 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

85 ％ 88 ％

達
成
率

94.4 ％ 97.8 ％

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

実
績

106,909
千
円

408,148
千
円

達
成
率

97.2 ％ 371.0 ％

目
標

60.0 % 65.0 %

実
績

58.7 % 72.6 %

達
成
率

97.8 ％ 111.7 ％

目
標

20 件 25 件
課
長

0.10 人

実
績

22 件 27 件
係
長

0.15 人

達
成
率

110.0 ％ 108.0 ％
職
員

0.15 人

　ＮＰＯとの協働についての
研修への参加者数が目標を達
成しているため「順調」と判
断。

Ⅵ-1-
(1)-① 
市民の力
で環境力
を高める
仕組みづ
くり

市民活動団体等
による環境未来
都市推進支援事
業

72

市民
活動
推進
課

環境未来都市計画が掲
げる目標を達成するた
め、ＮＰＯなどの提案
団体と市が協働して取
り組む事業に経費の一
部を補助。

4,954

6件
（H24年

度)

補助交付事業件数
（累計）

3団体
(H26年
度)

10団体
(H29年
度)

　目標を達成しており、ＮＰ
Ｏの専門性が活かされた先進
的な事業が実施されているた
め、「順調」と判断。

順調

8,300

3,775

順調

0.40 人

【評価理由】
　補助交付件数が目標を達成
しており、「順調」と判断し
た。

【課題】
　行政と対等に協働できるＮ
ＰＯが少数であること。

　協働の理解浸透を図る研修
や事業の事例紹介を通じ、Ｎ
ＰＯによる環境未来都市を推
進するための事業を支援す
る。

順調

【評価理由】
　研修への参加者数、収入増
加団体数が目標を達成したた
め、「順調」と判断。

【課題】
　協働環境の基盤強化につな
がるようＮＰＯの団体運営力
向上を図る必要がある。

　経済的に自立したＮＰＯが
増加するよう、セミナー等を
開催するなど、支援を行って
いく。

1,250人
(H29年
度)

4,202

1,919

31件
(H29年
度)

人

順調

1.00

0.50

4,887

0.20

順調

職
員

順調

人

人

係
長

係
長

1,132
係
長

59.8%
(H25年
度)

企画展入場者の満
足度

80.0%
(平成30
年度）

ＮＰＯとの協働に
ついての研修への
参加者数（累計）

203人
（H22年

度)

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

100,000
千円

(H21年
度)

17,668

松本清張記念館の
入館者数

　入館者数増加に結びつくイ
ベント・企画展に取り組む。
　松本清張記念館は平成３０
年度が開館２０周年の節目の
年にあたるため、市民をはじ
め多くの清張ファンの来館に
繋がるよう、魅力ある企画展
や講演会などの実施に取り組
む。

58,187人
（22年
度）

12,625

収入増加団体数
（累計）

企画展の入館者数
(単位：人）

10,741人
（H23年
度）

Ⅳ-2-
(2)-② 
ソーシャ
ルビジネ
ス創出の
支援

68

「ＮＰＯとの協
働によるまちづ
くり」人材育成
事業

69

Ⅳ-4-
(1)-② 
偉人・先
人の顕彰

文学館普及研究
費

70

22,919

1.00 人

0.30

課
長

人

0.40

23,250

718 人

課
長

10,933

1.80
職
員

57,280 33,70159,288

12,900

入館者
実績の
対前年
度増

（毎年
度）

22,000人
（H29年
度）

110,000
千円

（毎年
度）

90％以
上（毎
年度）

Ⅳ-4-
(2)-③ 
都市イ
メージの
向上

71

19,125

松本
清張
記念
館事
務局

北九州市ゆかりの文学
者の業績を企画展等で
紹介するとともに、本
市の文芸の振興に功績
のあった文学者を市内
外に発信する。

市民
活動
推進
課

文化
企画
課

文学
館

協働に関する理解を深
めるための研修、協働
事業を実施するために
必要な団体運営力向上
を図るための研修を実
施する。
また、経済的に自立し
たＮＰＯの増加を図る
ため、資金調達力や企
画力の向上を図るセミ
ナーを実施する。

松本清張記念館
研究センター・
普及事業

松本清張に関するあら
ゆる資料を収集・整理
し、松本清張の「人と
作品」を研究する調査
研究・資料収集事業の
実施や研究誌を発行す
る。また、松本清張研
究者に奨励金を贈呈す
る研究奨励事業を実施
する。
さらに、企画展の開催
や講演会、読書感想文
コンクールなどの市民
文芸活動支援事業を行
う。

85％
（22年
度）

映像製作誘致強
化関連事業

地域経済への貢献
（直接経済効果）

映画・テレビドラマ等
のロケ地誘致や撮影支
援を積極的に行い、本
市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
また、活動成果の市民
との共有や、「映画の
街・北九州」という新
たな都市ブランドの発
信により、街のにぎわ
いの創出や市民交流等
のまちづくりにつなげ
る。

11,761

　アジアを中心とする海外作
品の誘致にも積極的取り組
み、「映画の街・北九州」と
いう都市ブランドを国内外に
広く発信していく。

36,100

課
長

人

大変
順調

人
大変
順調

　成果指標として掲げた撮影
隊の市内滞在に伴う地域経済
への貢献（直接経済効果：目
標110,000千円、実績408,148
千円）、北九州フィルム･コ
ミッションの市民への認知度
（目標65.0%、実績72.6%）と
もに、目標値を達成したこと
から「大変順調」と判断。

【評価理由】
　「北九州フィルムコミッ
ション」の認知度が年々高く
なり、都市イメージの向上、
経済効果に繋がっていること
から、「大変順調」と判断。

【課題】
　国内外に本市の魅力を発信
できる作品の誘致に取り組む
ことが重要と考える。

1.80

職
員

　【評価理由】
　入館者数は目標を達成して
おり、企画展入場者の満足度
も高い水準であることから
「順調」と判断。

【課題】
　施設の認知度を高め、これ
まで以上に市民が文化に接す
る機会の提供に努め、入館者
数増加に繋げる必要がある。

　入館者は前年度を上回って
おり、企画展の満足度も概ね
目標を達成しているため、
「順調」と判断。

　入館者数が目標を上回った
ため、「順調」と判断。

順調

入館者実績の
対前年度増

49


